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１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 152,401 15.4 6,426 70.7 5,176 66.6 3,439 △79.3
2026年３月期第１四半期 132,070 2.8 3,763 △34.4 3,106 △39.5 16,639 224.6
(注)包括利益 2027年３月期第１四半期 4,539百万円( △73.8％) 2026年３月期第１四半期 17,349百万円( 142.6％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 37.59 －
2026年３月期第１四半期 171.67 －
(注) 当社は、2026年４月１日付で普通株式１株を３株に分割する株式分割を行いました。これに伴い、１株当たり

四半期純利益につきましては、当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定し算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 451,971 223,749 46.9
2026年３月期 451,185 222,004 46.6
(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 212,048百万円 2026年３月期 210,222百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 90.00 － 90.00 180.00
2027年３月期 －
2027年３月期(予想) 30.00 － 30.00 60.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注) 当社は、2026年４月１日付で普通株式１株を３株に分割する株式分割を行いました。2026年３月期については当該

株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（％表示は、 対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 590,000 6.4 19,000 11.6 18,000 12.3 12,000 △50.0 131.19
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料11ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記(４)四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 95,288,271株 2026年３月期 101,148,771株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 3,785,496株 2026年３月期 9,677,802株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 91,489,299株 2026年３月期１Ｑ 96,925,092株

(注)当社は、2026年４月１日付で普通株式１株を３株に分割する株式分割を行いました。これに伴い、前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して株式数を算定しております。

※役員向け株式交付信託口が保有する当社株式を自己株式に含めて記載しております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報およ

び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のもの

ではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予

想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料５ペー

ジ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。

アナリスト・機関投資家向けの決算説明会の開催につきましては、以下のとおりです。

・2026年８月７日（金）・・・ 弊社ホームページに決算補足資料を掲載のうえ、電話会議にて決算

概要の説明および質疑応答を実施予定。
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１．経営成績等の概況

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経営環境は、中東情勢の不安定化等の影響により、先

行きが見通しにくい状況でありました。このような状況の中、油脂コスト、物流費、エネルギーコスト等の上昇に加

え、国内においては消費者の節約志向が依然として強いこともあり、厳しい事業環境となりました。

こうした環境のもと、当社グループはビジョン2030において６つの重点領域で設定したCSV目標を成長ドライバーと

して成長路線を加速させるとともに、“植物のチカラ®”を価値創造の原点に、社会との多様な共有価値の創造を通じ

た持続的な成長を目指しております。また、収益性と資産効率性の向上に取り組んでおり、中期経営計画「Value

UpX」（2025年度-2028年度）では、ROE8.0%以上、ROIC6.0%以上を2028年度経営目標とし、その達成に向けた取り組み

を推進しております。

当第１四半期連結累計期間の業績については、以下のとおりとなりました。

（単位：百万円）

前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減額 前年同期比

売上高 132,070 152,401 ＋20,331 115.4%

営業利益 3,763 6,426 ＋2,662 170.7%

経常利益 3,106 5,176 ＋2,070 166.6%

親会社株主に帰属する

四半期純利益
16,639 3,439 △13,199 20.7%

前第１四半期連結累計期間において、固定資産の譲渡に伴い発生した譲渡益23,162百万円を、固定資産売却益とし

て特別利益に計上しております。

セグメント別の概況

≪グローバル油脂・加工油脂事業≫

（単位：百万円）

前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減額 前年同期比

売上高 27,669 40,085 ＋12,416 144.9%

営業利益 496 2,535 ＋2,038 510.2%

グローバル油脂・加工油脂事業セグメントは、マレーシアのIntercontinental Specialty Fats Sdn. Bhd.におい

て、チョコレート用油脂をはじめとする各製品の販売数量の増加や円安進行による為替換算の影響もあり増収とな

りました。利益面では、粗利単価向上に加えパーム油取引の時価評価の影響もあり増益となりました。

パーム油相場は、インドネシアのバイオ燃料政策による需要増加が引き続き下支えとなったことに加え、エルニ

ーニョ現象に伴う生産量の減少懸念が意識されたことから4,600リンギット台まで上昇しました。
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≪油脂・油糧および加工食品・素材事業≫

（単位：百万円）

前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減額 前年同期比

売上高 98,497 104,759 ＋6,262 106.4%

営業利益 2,955 3,300 ＋345 111.7%

◆油脂・油糧 （単位：百万円）

前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減額 前年同期比

売上高 79,138 85,395 ＋6,256 107.9%

営業利益 1,706 2,476 ＋769 145.1%

［油脂の販売］

業務用は、主にベーシック型製品の販売数量増加に加え、コスト上昇を受けた価格改定による販売単価上昇に

より増収となりました。

加工用は、中東情勢の影響による供給懸念を背景とした需要増加に伴う販売数量増加に加え、コストに見合っ

た価格改定交渉による販売単価上昇により増収となりました。

ホームユースは、アマニ油の販促強化やこめ油の拡販等による販売数量増加に加え、コスト上昇を受けたクッ

キングオイルの価格改定による販売単価上昇により増収となりました。

利益面については、油脂コストや物流費は上昇しましたが、販売数量増加、販売単価上昇ならびにオリーブオ

イルの原価低下等により増益となりました。

国内加工油脂については、チョコレート用油脂等の販売数量増加および価格改定による販売単価上昇により増

収増益となりました。

［ミールの販売］

大豆ミールは、シカゴ大豆粕定期上昇およびドル円相場の円安ドル高推移による販売単価上昇により増収とな

りました。

菜種ミールは、販売数量は減少したものの、大豆ミール価格上昇の影響等を受けた販売単価上昇により増収と

なりました。

［主要原料相場・為替相場］

大豆相場は、南米産の豊作見通しが高まり10米ドル台が続きました。２月になると中国による米国大豆買付期

待、米国のバイオ燃料混合義務量増加の動きにより11米ドル台へ上昇しました。２月末以降は中東情勢の悪化を

受け、一時12米ドル台まで上昇しました。

菜種相場は、カナダに対する中国の反ダンピング課税による需給緩和期待から600カナダドル台前半で推移しま

した。２月には中国のカナダ菜種買付再開の動きや大豆相場上昇を受け、600カナダドル台後半まで上昇しまし

た。２月末以降は中東情勢の悪化を受け、700カナダドル台半ばまで上昇しました。

ドル円相場は、150円台前半まで下落する期間もありましたが、高市政権による財政懸念や中東情勢の悪化を受

け、150円台後半で推移しました。



日清オイリオグループ株式会社(2602) 2027年３月期 第１四半期決算短信

-4-

◆加工食品・素材 （単位：百万円）

前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減額 前年同期比

売上高 19,358 19,363 ＋5 100.0%

営業利益 1,248 823 △424 66.0%

チョコレートは、チョコレート価格高騰による市場規模縮小が続く中、国内での販売数量は前年同期並みとな

りましたが、前期からの価格改定による販売単価上昇により国内チョコレートは増収となりました。利益面では

チョコレートの原価上昇により減益となりました。

機能素材・食品については、MCTの販売単価は上昇しましたが、販売数量減少の影響が大きく減収減益となりま

した。

≪ファインケミカル事業≫

（単位：百万円）

前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減額 前年同期比

売上高 3,735 4,620 ＋884 123.7%

営業利益 407 561 ＋154 138.1%

ファインケミカル事業セグメントは、中国、東南アジアでの旺盛な需要に加え、国内でのクレンジング品やメイ

クアップ品への新規採用による販売数量増加および価格改定による販売単価上昇により増収増益となりました。

【参考】売上高（単体） （単位：百万円）

前第１四半期
累計期間

当第１四半期
累計期間

増減額 前年同期比

油脂・
油糧
および
加工
食品・
素材
事業

油脂・油糧 70,424 76,504 ＋6,079 108.6%

業務用・加工用 30,905 34,215 ＋3,309 110.7%

ホームユース 15,941 16,898 ＋956 106.0%

加工油脂 3,824 4,369 ＋544 114.2%

油糧 19,753 21,022 ＋1,268 106.4%

加工食品・素材 4,839 4,886 ＋47 101.0%

小計 75,264 81,390 ＋6,126 108.1%

ファインケミカル事業 2,087 2,628 ＋541 125.9%

その他 96 86 △10 89.4%

合計 77,447 84,105 ＋6,657 108.6%
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（２）当四半期の財政状態の概況

①資産、負債および純資産の状況の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ７億85百万円増加し、4,519億71百万円となり

ました。主な要因は、現金及び預金が20億30百万円、売上債権が43億99百万円、棚卸資産が43億96百万円、有形固

定資産が13億38百万円増加した一方で、その他の流動資産が100億34百万円、投資有価証券が15億28百万円減少した

ことであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ９億59百万円減少し、2,282億21百万円となりました。主な要因は、仕入債務が

22億41百万円、短期借入金が43億16百万円増加した一方で、未払法人税等が40億91百万円、その他の流動負債が33

億６百万円減少したことであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ17億44百万円増加し、2,237億49百万円となりました。主な要因は、その他の

包括利益累計額が11億７百万円増加、自己株式が86億34百万円減少した一方で、利益剰余金が78億30百万円減少し

たことであります。

②キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ66億87百万円減少し、182

億66百万円となりました。

≪営業活動によるキャッシュ・フロー≫

営業活動によるキャッシュ・フローは、37億73百万円の支出（前年同期は98億47百万円の支出）となりまし

た。主な内訳は、税金等調整前四半期純利益53億14百万円、減価償却費30億15百万円、仕入債務の増加20億39百

万円によるキャッシュの増加および売上債権の増加41億41百万円、棚卸資産の増加39億19百万円、法人税等の支

払55億４百万円によるキャッシュの減少であります。

≪投資活動によるキャッシュ・フロー≫

投資活動によるキャッシュ・フローは、41億６百万円の支出（前年同期は38億50百万円の収入）となりまし

た。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出44億30百万円によるキャッシュの減少であります。

≪財務活動によるキャッシュ・フロー≫

財務活動によるキャッシュ・フローは、９億41百万円の収入（前年同期は57億12百万円の収入）となりまし

た。主な内訳は、短期借入金の純増39億87百万円によるキャッシュの増加および配当金の支払27億46百万円によ

るキャッシュの減少であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績につきましては、2026年５月12日に公表した2027年３月期の業績予想に変更はありません。

なお、今後の情勢変化により当社グループの業績予想の修正が必要であると判断した場合には、速やかに開示いた

します。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,394 21,425

受取手形及び売掛金 95,413 99,813

棚卸資産 117,432 121,828

未収法人税等 57 25

その他 29,766 19,731

貸倒引当金 △0 △9

流動資産合計 262,063 262,815

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 30,565 30,234

機械装置及び運搬具（純額） 44,707 44,479

土地 40,423 40,416

その他（純額） 17,506 19,409

有形固定資産合計 133,202 134,540

無形固定資産

ソフトウエア 3,007 3,183

のれん 114 104

その他 388 396

無形固定資産合計 3,510 3,684

投資その他の資産

投資有価証券 36,188 34,660

退職給付に係る資産 11,417 11,398

その他 4,783 4,856

貸倒引当金 △69 △69

投資その他の資産合計 52,319 50,846

固定資産合計 189,032 189,071

繰延資産

社債発行費 89 84

繰延資産合計 89 84

資産合計 451,185 451,971
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 45,554 47,795

短期借入金 28,160 32,477

未払法人税等 6,065 1,973

引当金 54 66

その他 32,252 28,946

流動負債合計 112,087 111,259

固定負債

社債 25,000 25,000

長期借入金 65,121 65,116

引当金 618 608

退職給付に係る負債 2,174 2,174

その他 24,177 24,062

固定負債合計 117,093 116,962

負債合計 229,180 228,221

純資産の部

株主資本

資本金 16,332 16,332

資本剰余金 21,740 21,655

利益剰余金 153,622 145,791

自己株式 △14,044 △5,410

株主資本合計 177,650 178,368

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,953 8,656

繰延ヘッジ損益 3,336 3,818

為替換算調整勘定 17,670 18,668

退職給付に係る調整累計額 2,611 2,536

その他の包括利益累計額合計 32,571 33,679

非支配株主持分 11,782 11,701

純資産合計 222,004 223,749

負債純資産合計 451,185 451,971
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 132,070 152,401

売上原価 114,022 131,111

売上総利益 18,047 21,289

販売費及び一般管理費 14,283 14,863

営業利益 3,763 6,426

営業外収益

受取利息 57 76

受取配当金 136 129

持分法による投資利益 156 －

為替差益 － 109

その他 91 75

営業外収益合計 442 391

営業外費用

支払利息 680 885

持分法による投資損失 － 546

為替差損 325 －

棚卸資産処分損 34 30

その他 58 179

営業外費用合計 1,099 1,641

経常利益 3,106 5,176

特別利益

固定資産売却益 23,162 －

投資有価証券売却益 － 196

特別利益合計 23,162 196

特別損失

固定資産除却損 172 57

減損損失 1,567 －

特別損失合計 1,740 57

税金等調整前四半期純利益 24,528 5,314

法人税等 7,681 1,778

四半期純利益 16,847 3,536

非支配株主に帰属する四半期純利益 208 96

親会社株主に帰属する四半期純利益 16,639 3,439
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

四半期純利益 16,847 3,536

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △59 △275

繰延ヘッジ損益 288 461

為替換算調整勘定 582 918

退職給付に係る調整額 △304 △74

持分法適用会社に対する持分相当額 △4 △25

その他の包括利益合計 501 1,003

四半期包括利益 17,349 4,539

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 17,229 4,546

非支配株主に係る四半期包括利益 119 △7
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 24,528 5,314

減価償却費 2,791 3,015

減損損失 1,567 －

のれん償却額 10 12

受取利息及び受取配当金 △194 △206

支払利息 680 885

持分法による投資損益（△は益） △156 546

固定資産除売却損益（△は益） △22,989 57

投資有価証券売却損益（△は益） － △196

売上債権の増減額（△は増加） 2,974 △4,141

棚卸資産の増減額（△は増加） △8,171 △3,919

仕入債務の増減額（△は減少） △6,975 2,039

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △705 18

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △41 △0

その他 △893 △1,117

小計 △7,573 2,308

利息及び配当金の受取額 190 198

利息の支払額 △668 △775

法人税等の支払額 △1,795 △5,504

営業活動によるキャッシュ・フロー △9,847 △3,773

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △17,639 △4,430

有形固定資産の売却による収入 21,042 4

投資有価証券の取得による支出 △5 △5

投資有価証券の売却による収入 3 260

その他 450 65

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,850 △4,106

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 11,071 3,987

長期借入金の返済による支出 － △6

配当金の支払額 △2,920 △2,746

自己株式の売却による収入 6 12

自己株式の取得による支出 △2,182 △0

非支配株主への配当金の支払額 △65 △75

その他 △197 △230

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,712 941

現金及び現金同等物に係る換算差額 69 251

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △214 △6,687

現金及び現金同等物の期首残高 14,420 24,953

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,205 18,266
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

原価差異の繰延処理

季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれるため、当該原

価差異を流動負債（その他）として繰り延べております。

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

グローバ
ル油脂・
加工油脂
事業

油脂・油糧および
加工食品・素材事業 ファイン

ケミカル
事業

計
油脂・
油糧

加工食品
・素材

小計

売上高

外部顧客への売上高 27,669 79,138 19,358 98,497 3,735 129,902 2,167 132,070 － 132,070

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,247 920 27 947 221 3,416 942 4,359 △4,359 －

計 29,917 80,059 19,386 99,445 3,957 133,319 3,110 136,429 △4,359 132,070

セグメント利益
又は損失（△）

496 1,706 1,248 2,955 407 3,859 209 4,068 △304 3,763

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム等を含んでおりま
す。

２ セグメント利益の調整額△304百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用等が含まれており
ます。なお、全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「油脂・油糧および加工食品・素材事業」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、

当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては1,567百万円であります。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2026年４月１日 至 2026年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

グローバ
ル油脂・
加工油脂
事業

油脂・油糧および
加工食品・素材事業 ファイン

ケミカル
事業

計
油脂・
油糧

加工食品
・素材

小計

売上高

外部顧客への売上高 40,085 85,395 19,363 104,759 4,620 149,465 2,935 152,401 － 152,401

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,807 1,474 35 1,510 90 5,408 937 6,346 △6,346 －

計 43,893 86,870 19,399 106,270 4,710 154,874 3,872 158,747 △6,346 152,401

セグメント利益
又は損失（△）

2,535 2,476 823 3,300 561 6,397 262 6,659 △233 6,426

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム等を含んでおりま
す。

２ セグメント利益の調整額△233百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用等が含まれており
ます。なお、全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2025年６月17日開催の取締役会決議に基づき、当第１四半期連結累計期間において自己株式5,860,500株を

消却しております。当該自己株式の消却により、当第１四半期連結累計期間において資本剰余金が85百万円、利益剰

余金が8,506百万円、自己株式が8,591百万円それぞれ減少しております。この結果等により、当第１四半期連結会計

期間末において資本剰余金が21,655百万円、利益剰余金が145,791百万円、自己株式が5,410百万円となっておりま

す。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。


